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１． はじめに 
ユビキタス時代を迎え、企業における業務スタ
イルも個人を中心とした流動的なものに変わりつ
つある。情報共有においても、固定した組織の情
報だけでなく、流動的組織における情報連携が必
要となっている。現在、グループウェアではスケ
ジュール管理、掲示板、電子会議室など各種アプ
リケーションが提供されている。しかし、固定化
した組織が主な対象で、各アプリケーションの情
報連携もアドホックな場合が多い。 
本稿では、我々の試作した情報統合型グループ
ウェア WorkWare++における、柔軟なメタデータ情
報管理および活用技術について述べる。 
WorkWare++は、時間情報による異種情報統合
WorkWare1)を汎用的なメタデータに発展させたも
のである。ここでは、中心的なデータモデルに、
次世代 Web で有望視されている Semantic Web に
おける RDF (Resource Description Framework)2)

を採用した。RDF は、(リソース、プロパティ、
値)の三つ組みからなるグラフ構造でメタデータ
を表現する。グループウェアにおいても、人や文
書の属性情報だけでなく、オブジェクト間の多様
な関係情報を扱う必要があり RDF はそうした情報
の表現において適当と言える。 
WorkWare++では、RDF を介して各アプリケーシ
ョンや文書などのリソースを連携することで、情
報共有の構成要素として重要な人、イベント、文
書(コンテンツ)、場など従来バラバラに存在して
いたものを統合する。さらに、XML 全文検索によ
る高度な検索と、グラフデータの視覚化による分
析により、場面に応じて必要なビューでの情報活
用が可能となる。 

２． 統合型グループウェア：WorkWare++ 
ここでは、WorkWare++の、基本システム構成と
特徴について述べる。 
2.1 システム構成 
図 1に示すように、WorkWare++では、各種コン 

テンツ/アプリからメタデータを自動抽出するプ
ロファイラー、RDF メタデータ同士の関連付けや
管理部分、さらに、利用者とのインタラクション
を行うビュー生成部分から構成されている。 

 
図１ WorkWare++の構成図 

2.2 WorkWare++の特徴機能 
一般に Semantic Web では、この RDF によるメ
タデータの生成コストが課題の一つに挙げられる
3)。WorkWare++では、自然言語処理をベースとし
た半自動メタデータ生成により解決する。 

1)メタデータ(属性情報)の自動取得 
プロファイラーにおいては、メールの送受信や、
議事録などの文書作成、情報検索、スケジュール
管理などの通常業務を進めることで、個人が関連
するリソースから情報抽出技術により、属性とな
る値を自動抽出する。抽出された属性情報は RDF
化され、さらにログ分析などによる個人の興味や
スキルなどの断片情報とも、RDF メタデータとし
て統合される。 

2) RDF メタデータ間連携の実現 
メタデータ間の連携では、過去に蓄積された情
報とのマッチング(オントロジーマッチング)や、
ユーザーインターフェースによる情報間の自然な
関連付けを支援することで、半自動で RDF メタデ
ータ間の連携を行う。このようにして得られたメ
タデータ間の関係情報も、RDF 形式で管理できる。 



3) 的確な情報活用 
膨大な RDF データ(XML 形式)の活用においては、
超大規模な XML 高速全文検索技術(XAR)4)を適用し
て高度な検索を実現している。また、RDF メタデ
ータ間の関連性をグラフにより可視化して分析を
支援する技術としてテキストマイニング技術であ
る ACCENT5)を利用することで、様々なマップによ
る視覚化を可能にしている。 

３． WorkWare++による Know Who 検索 
流動的な組織における WorkWare++の活用事例と
して、“Know Who”(人を検索する)の実現事例を
紹介しよう。 
まず Know Who の実現においては、個人のメタデ
ータ(プロファイル)情報の取得が必要である。
WorkWare++では、管理している RDF メタデータを
図２に示すような様々なビューで閲覧できるだけ
でなく、ビューにおける通常業務における操作か
らもメタデータを抽出する。 

 
図２ スケジュール View(ｸﾞﾙｰﾌﾟのｽｹｼﾞｭｰﾙ)とカ
レンダーView（ｽｹｼﾞｭｰﾙと文書との連携） 

ある人が自分のスケジュールの対象となるイベ
ント(会議など)に対して、配布資料や議事録など
の文書を連携する場合には、図 3 のようなビュー
により既に登録されている各メンバのメタデータ
から関連候補がランク順に一覧され、適切なイベ
ントを簡単に選択できる。 

 
図３ スケジュールとイベントの関連付け 

この際、スケジュールと対応するイベントの項
目から表１のように、他の RDF メタデータの連携
や View の切り替えも可能となる。 

表１ イベントの項目に対する連携と View 

 

このように、各 View は情報の提供手段だけでな
く、登録、変更などの処理に対処して、適宜関連
する RDF メタデータの自動取得が行われる。 

情報活用においては、トピック間の関連マップ、
人とトピックの関連マップ、人と人の関連マップ
により、インタラクティブに Know Who 検索のデ
モを実演する(図４)。 

 

図４ デモ実演の協調関係 

４． まとめ 
WorkWare++では、RDF により幅広いコンテンツ
やアプリケーションを、統合・管理・活用できる。
さらに加えて、次のような効果も得られる。 
単なるグループ間情報共有だけでなく、流動的
な組織における意思決定支援や人材の有効活用の
応用も可能であることを Know Who 検索を実例と
して紹介した。 
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